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オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動

 
 
 
 
 
ご
存
知
で
す
か
？

 
栃
木
県
小
山
市
で
、
３
歳
と
４
歳
に
な
る

二
人
の
兄
弟
が
、
父
親
の
友
人
か
ら
何
度
も

暴
行
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
顔
を
見
た

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
長
が
警
察
に

通
報
し
、
い
っ
た
ん
は
保
護
さ
れ
な
が
ら
も

平
成
16
年
９
月
11
日
、
再
び
暴
行
を
受
け
、

息
も
絶
え
絶
え
の
状
態
で
橋
の
上
か
ら
川
に

投
げ
込
ま
れ
、
命
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

 
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
小
山
市
の
市

民
グ
ル
ー
プ
が
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め

て
﹁
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
﹂
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
活
動
に
多
く
の
関
係
団
体
や
企
業

な
ど
が
賛
同
し
、
全
国
的
な
広
が
り
を
み
せ

て
い
ま
す
。

 
ま
た
平
成
12
年
11
月
か
ら
﹁
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
﹂
が
施
行
さ
れ
、
平

成
16
年
か
ら
11
月
が
﹁
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

合
わ
せ
、
全
国
各
地
で
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を

使
用
し
た
児
童
虐
待
防
止
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
児
童
虐
待
と
は
？

 
児
童
虐
待
と
は
、
一
般
的
に
親
や
親
代
わ

り
の
人
に
よ
る
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か

な
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
い
い
、

次
の
４
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

１．

身
体
的
虐
待

 
 
殴
る
、
蹴
る
、
首
を
絞
め
る
、
や
け
ど 

 
 
を
負
わ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
身
体
に

 
 
苦
痛
を
与
え
る
行
為

２．

性
的
虐
待

 
 
性
的
な
い
た
ず
ら
や
性
行
為
を
す
る
な
ど

３．

ネ
グ
レ
ク
ト
︵
養
育
の
拒
否
・
怠
慢)

 
 
食
事
を
与
え
な
い
、
不
潔
に
す
る
、
病

 
 
気
な
の
に
医
師
に
診
せ
な
い
、
家
に
閉

 
 
じ
込
め
る
、
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

４．

心
理
的
虐
待

 
 
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
で

 
 
の
差
別
的
な
扱
い
、
子
ど
も
の
前
で
の

 
 
Ｄ
Ｖ
︵
配
偶
者
に
暴
力
を
振
る
う
︶
な
ど

 
し
つ
け
と
﹁
虐
待
﹂
の
境
界
は
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
﹁
し
つ
け
の
つ
も
り
﹂
で

あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
に
有

害
で
あ
れ
ば
虐
待
で
す
。
 

 
 
 

 
 
児
童
虐
待
は

 
 
 
 
な
ぜ
起
き
る
の
か
？

 
子
ど
も
を
虐
待
す
る
親
た
ち
の
背
景
に
は
、

子
育
て
の
悩
み
、
経
済
的
な
問
題
、
家
庭
の

不
和
、
周
囲
か
ら
の
孤
立
、
親
自
身
が
虐
待

を
受
け
て
育
っ
た
な
ど
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス

や
葛
藤
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
対

す
る
ス
ト
レ
ス
と
し
て
は
、
育
て
に
く
さ
や

知
的
・
発
達
障
が
い
、
家
庭
や
学
校
で
問
題

行
動
を
起
こ
す
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
や
ス
ト
レ
ス
が
重
な
り

合
う
こ
と
で
親
た
ち
の
余
裕
が
失
わ
れ
、
暴

力
や
育
児
放
棄
な
ど
の
虐
待
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

 
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
実
際
に
児
童
虐
待
問
題

に
携
わ
っ
て
い
る
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所

所
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

11月は児童虐待防止推進月間
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中
津
児
童
相
談
所
︵
以
下
﹁
中
津
児
相
﹂
︶

は
、
県
内
に
２
か
所
あ
る
児
童
相
談
所
の
う

ち
の
一
つ
で
、
中
津
市
と
日
田
市
、
豊
後
高

田
市
、
宇
佐
市
の
４
市
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

 
電
話
や
来
所
な
ど
に
よ
り
、
養
護
や
非
行
、

育
成
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
調
査
し
た
後
、
在
宅
指
導
や

施
設
入
所
、
里
親
委
託
等
の
援
助
を
行
い
ま

す
。
中
で
も
特
に
難
し
い
ケ
ー
ス
は
児
童
虐

待
と
非
行
相
談
で
、
年
々
、
相
談
件
数
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

 
全
国
の
児
童
相
談
所
で
対
応
し
た
平
成
22

年
度
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
過
去

最
多
と
な
る
５
万
５
１
５
２
件
︵
宮
城
県
、

福
島
県
、
仙
台
市
を
除
く
︶
で
、
中
津
児
相

管
内
に
お
い
て
も
21
年
度
の
98
件
か
ら
１
９

７
件
へ
と
倍
増
し
ま
し
た
。

 
こ
の
背
景
に
は
、
昨
年
７
月
に
大
阪
市
で

幼
児
２
人
が
母
親
に
施
錠
さ
れ
た
部
屋
に
置

き
去
り
に
さ
れ
死
亡
し
た
事
件
な
ど
、
社
会

の
注
目
を
集
め
る
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
な

ど
が
市
民
や
関
係
機
関
の
危
機
感
を
高
め
、

そ
の
結
果
が
通
報
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
ま
た
県
内
に
お
い
て
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
24
時
間
３
６
５
日
対
応
の
﹁
い
つ
で
も
子

育
て
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
﹂
を
開
設
し
た
こ
と
な

ど
が
、
相
談
件
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
こ
う
し
た
相
談
は
、
子
育
て
に
悩
む
親
た

ち
を
救
い
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
支
援

に
も
つ
な
が
り
、
未
然
に
深
刻
な
事
態
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談
が
増
え
れ
ば
業

務
も
大
変
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
培
っ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
子
ど
も
の
保
護
と
支
援

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
ま
た
今
年
度
は
、
子
ど
も
の
安
全
確
認
の

徹
底
と
里
親
委
託
の
推
進
に
つ
い
て
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
公
的
機
関
と
関
わ
り

を
持
た
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
家
庭
へ
の
介

入
支
援
や
、
虐
待
等
を
受
け
心
を
閉
ざ
し
た

子
ど
も
た
ち
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
里
親
の

新
規
開
拓
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
は
昔
と
比
べ
核
家

族
化
が
進
み
、
子
育
て
の
相
談
を
す
る
相
手

が
い
な
か
っ
た
り
、
子
育
て
自
体
が
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
に
経
済
的
な
問
題
な
ど

の
別
の
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
と
、
虐
待
は
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
側
に
も
育

て
に
く
い
と
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
あ

っ
た
り
も
す
る
た
め
、
虐
待
は
誰
に
で
も
起

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

 
そ
う
い
っ
た
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
は
、

ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
何
な
の
か
を
見
極
め
、

問
題
を
解
消
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
関
与
を

拒
む
家
庭
へ
の
訪
問
型
の
育
児
支
援
や
地
域

の
中
で
子
ど
も
を
見
守
る
と
い
う
こ
と
も
、

虐
待
の
予
防
に
は
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

 
子
ど
も
に
と
っ
て
家
族
は
必
要
な
も
の
で

あ
り
、
た
と
え
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
が
家

族
と
再
び
一
緒
に
な
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
子
に
と
っ
て
最
適
な
家
族
の
在

り
方
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

インタビュー

大分県中津児童相談所所長  

荒木啓司さん

子どもだけでなく

家族全体を支援
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る い

ひかり

か り な

なぎさ

 
 
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

 
 
 
守
る
た
め
の
５
か
条

①
﹁
お
か
し
い
﹂
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

 
︵
通
告
は
義
務
で
あ
り
権
利
で
も
あ
り
ま
す
︶

②
﹁
し
つ
け
の
つ
も
り
﹂
は
言
い
訳

 
︵
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
し
ま
し
ょ
う
︶

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

 
︵
ま
ず
は
誰
か
に
相
談
を
︶

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
安
全

 
︵
子
ど
も
の
生
命
を
最
優
先
に
︶

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
得
る

 
︵
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

 

 
 
一
人
で
悩
ま
ず

 
 
 
 
 
ま
ず
は
相
談
を

  
イ
ラ
イ
ラ
し
て
つ
い
必
要
以
上
に
叱
っ
た

り
、
た
た
い
た
り
し
て
し
ま
っ
て
﹁
も
し
か

し
た
ら
こ
れ
っ
て
虐
待
で
は
・
・
・
﹂
と
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

 
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
育
て
の
不
安
か

ら
始
ま
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う

に
悩
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

 
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

 
 
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

 
 
 
 
 
 

 ﹁
お
や
っ
？
﹂﹁
お
か
し
い
な
？
﹂
と
思
っ

た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
機
関
に
連
絡
・
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
虐
待
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い

場
合
も
同
様
で
す
。
連
絡
を
し
た
人
が
特
定

さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 
あ
な
た
の
一
言
が
子
ど
も
と
親
を
救
う
き

っ
か
け
に
な
る
の
で
す
。

 
 
連
絡
・
相
談
窓
口
 

 ・
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
︵
家
庭
児
童
等
相
談
室
︶

 
☎
�
３
１
１
１
︵
内
線
１
２
２
︶

・
い
つ
で
も
子
育
て
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

 
︵
24
時
間
３
６
５
日
対
応
︶

 
☎
０
１
２
０-

４
６
２-

１
１
０

 
☎
０
９
７-

５
４
５-

０
１
１
０

・
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所

 
☎
０
９
７
９-

２
２-

２
０
２
５

・
大
分
県
西
部
保
健
所
 
☎
�
３
１
３
３

・
大
分
県
日
田
警
察
署
 
☎
�
２
１
３
１

・
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

 
☎
�
２
７
１
９

︻
問
合
せ
︼ 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 

☎
�
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階
︶

 高校時代からの友人で、共に子育てに励む本松さ

んと梶原さん。二人はお互いに子育てについて話を

したり励まし合ったりすることで、子育てのストレ

スを解消しています。  

 心にゆとりがないときに嫌なことが重なると、つ

い子どもにあたってしまい、自分が嫌になることも

あったという本松さん。そんなとき、友人である梶

原さんに自分の悩みを打ち明けることで気持ちが楽

になり、「また子育て頑張ろう」という気持ちにな

ったそうです。お互いに励まし合うことが、「一人

で子育てしているんじゃないんだ」という心の救い

につながっているようです。

 また、子育てを始めてから家族だけでなく友人や

近所の人の助け、ふいに掛けられる一言などで幸せ

を感じるという二人。「周りのみんなが支えてくれ

ている」という安心感が、子育ての不安や悩みを和

らげているようです。

 「たくさんの“手”に支えられて健やかに育って

ほしい」と願う二人のまなざしは、子どもたちの笑

顔を温かく見つめています。

（写真左）本松あいさん

       渚ちゃん

       琉生ちゃん

（写真右）梶原 曜さん

      花凛和ちゃん

子育ては

たくさんの「手」で

11月は児童虐待防止推進月間
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ボート 全日本選手権大会で優勝

①たんそうさんとキティちゃんの貴重な２ショット！
②咸宜園について楽しく学べる塗り絵コーナー

①

 ９月18日に埼玉県で行われたボートの第89回全

日本選手権大会に出場した林仁哉選手と佐藤達也選

手が、９月28日、市長に優勝の報告を行った。

 ２人が出場した舵手なしペアとは、２人の選手が

それぞれ両手で１本ずつオールを持って艇をこぎ、

２千メートルのコースで速さを競う競技。

 ５月にペアを組んだ２人は、仕事をしながら時間

を合わせて練習に励み、今大会で見事、優勝を勝ち

取った。

 林さんは、「これからも上を目指して頑張りたい

です」と今後の抱負を語った。

たんそうさん、キティちゃんとハイチーズ！

 10月15・16日の２日間、ハーモニーランド（日

出町）で「ひたこども咸宜園inハーモニーランド」

が開催され、多くの家族連れでにぎわった。

 会場では、咸宜園やたんそうさんの塗り絵コーナ

ー、日田杉を使ったボウリングやパズルが楽しめる

ゲームコーナーが設けられ、子供たちは夢中になっ

て楽しんでいた。

 たんそうさんと和服姿のキティちゃんが登場する

撮影会では、かわいいキャラクターと一緒に記念撮

影をしようと来場者が列を作った。

 その他にも観光ＰＲやグッズの販売、日田やきそ

ばやたか菜巻の出店などが行われ、日田一色の２日

間となった。

②
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TOWN TOPICS IN HITA

 10月９日、「スポーツデイ」と題し、総合体育館

と陸上競技場が無料開放された。これは、市民がス

ポーツに親しむことのできる場の提供や健康増進を

目的に、今年初めて開催されたもの。

 総合体育館ではストラックアウトやソフトバレー、

バドミントンなど、陸上競技場ではターゲットバー

ドゴルフや大縄跳びなど様々なスポーツ用具が用意

されるとともに、棒高跳びや高跳びの世界記録の位

置を間近で見ることも。

 家族や友人同士で参加した人たちは、思い思いに

スポーツを楽しみ、気持ちのいい汗を流した。

スポーツって気持ちいいっ！！

 10月８・９日の２日間、源栄町皿山地域で第49

回小鹿田焼民陶祭が開催された。

 小鹿田焼は、江戸時代から続く手法を一子相伝で

守り続ける貴重な民芸品で国の重要無形文化財に指

定され、自然豊かな皿山・池ノ鶴地区は、重要文化

的景観にも選定されている。

 期間中は、各窯元でこの日のために用意された器

や皿が所狭しと並び、朝早くから多くの陶器ファン

が詰め掛けた。市価よりも割安で購入できるとあっ

て、訪れた人は作品を手に取ってじっくりと品定め

をしていた。

秋晴れの下、にぎわう小鹿田の里

 10月７日、室町時代から約700年受け継がれて

きた小笠原流礼法の宗家である小笠原敬承斎さんを

講師に招いた講演会が、パトリア日田で開催された。

 小笠原さんは「こころをかたちに～小笠原流礼法

をもとに～」をテーマに、日常生活での所作やマナ

ーについて、その由来を交えながら講演。

 「相手を大切に思う気持ちをかたちにして表現し

たものが作法です」「日本の美しい四季を感じなが

ら日々を過ごしてほしい」といった小笠原さんの言

葉に、訪れた人はメモを取りながら熱心に聞き入っ

ていた。

マナーは相手への思いやり
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市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。
市政情報
ピックアップ

【問合せ】企画課広報係 ☎�８６２７

 市では、市民や転入者の皆さんの生活に役立つ

情報をまとめた冊子「暮らしの便利帳ひた」を株

式会社サイネックスと官民協働により作成しました。

 暮らしの便利帳は、行政手続やサービス内容、

施設案内などの他、医療や観光などの地域情報を

掲載しています。10月末から11月頃に順次業者

を通じて配付しますので、お手元に置き、皆さん

の生活にお役立てください。

 なお、掲載している広告に関する問合せは、株

式会社サイネックス大分支店へご連絡ください。

 連絡先：株式会社サイネックス大分支店

     ☎０９７－５３２－５２２７

「暮らしの便利帳ひた」を配付します

【問合せ】観光・ツーリズム振興課ツーリズム推進係
☎�８２１０

お知らせ

 今年の博多�園山笠十七番山笠ソラリア飾り山

として奉納・披露された「怪力相撲日田殿」が、

ちびっこ相撲大会に合わせて日田神社で披露され

ます。勇壮な日田殿の姿をご覧ください。

�とき  

 11月11日㈮～13日㈰

�ところ 

 城町２丁目コミュニティセンター

   (日田神社横)

「怪力相撲日田殿」披露
イベント

秋のイベント情報
イベント

第33回小野ふる里ふれあい祭り

�とき  11月６日㈰ 午前９時30分～午後３時

�ところ 小野公民館

�内容  芸能発表、作品展、のみの市、バザー、

     抽選会、移動水族館

※当日は、小野地区内を無料巡回バスが運行します。

�問合せ 小野公民館    ☎�２４１２

     小野振興センター ☎�２２０１

大鶴ふるさと祭

�とき  11月６日㈰ 午前10時～午後２時

�ところ 大鶴スポーツ広場

�内容  大鶴各町内の芸能披露、アトラクション、

展示コーナー、バザー、農産物の販売、

抽選会

�特別イベント 豊ノ島関、時天空関など時津風部

        屋力士とのふれあい相撲等

�問合せ 大鶴ふるさと祭実行委員会事務局

     （大鶴公民館内）☎�２８４６

             ☎�２１２１

ＮＰＣ運動50周年記念式典と第52回大山ＮＰＣまつり

ＮＰＣ運動50周年記念式典

�とき  11月19日㈯ 午後６時～８時30分

�ところ 大山文化センターホール

�内容  「ＮＰＣ運動」を映像と話で振り返る記

     念式典（ＮＰＣまつり前夜祭）

第52回大山ＮＰＣまつり

�とき  11月20日㈰ 午前10時～午後３時

�ところ 大山文化センター

�内容  吹奏楽・太鼓等の演奏、郷ひろみものま

ね歌謡ショー、大道芸、作品展、バザー、

有機堆肥券の配布（無料）など

�問合せ 大山振興局 ☎�３１０１

第30回東有田ふるさとまつり

�とき  11月20日㈰ 午前９時～午後３時

�ところ 東有田公民館及び公民館裏のグラウンド

�内容  書画等の創作展示、芸能発表、ふれあい

園芸教室、バザーなど

�問合せ 東有田ふるさとまつり実行委員会

     （東有田振興センター) ☎�８１１１

第27回夜明ふるさと祭り

�とき  11月20日㈰ 午前９時30分～

�ところ 大明小学校体育館・運動場

�内容  芸能披露、ＹＯＳＡＫＯＩさせぼ祭り、

農産物即売会、各種バザーなど

�問合せ 夜明ふるさと祭り実行委員会

     （夜明振興センター内） ☎�２１２１

ひ た どん
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①

都
市
再
生
整
備
計
画

(

天
瀬
温
泉
地
区)

事
後
評
価
原
案

 
 
 
 
へ
の
意
見
を
募
集

  
市
で
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画

︵
天
瀬
温
泉
地
区
︶
事
業
の
終
了

に
伴
い
、
事
後
評
価
を
実
施
し
作

成
し
た
原
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

 
原
案
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
都
市
整
備
課
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
意
見
提
出
方
法
 

 
郵
送
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

 
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
︵
所
定

 
の
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

■
意
見
提
出
期
限
 
11
月
16
日
㈬

 
〒
８
７
７-

８
６
０
１

 ︵
住
所
記
載
不
要)

 
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

 
☎
�
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階)

 
 
�
８
２
４
７

 
 to

s
h
i@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp

変
更
案
の
縦
覧
、

 
公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

変
更
案
の
縦
覧

①
都
市
計
画
公
園
の
変
更

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

 ︵
平
日
の
み)

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 
 
都
市
整
備
課
、
文
化
財
保
護
課

②
公
共
下
水
道
の
排
水
区
域
の
変

 
更
︵
拡
大
︶

■
と
き
・
と
こ
ろ

 
11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

 ︵
平
日
の
み)

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 
 
下
水
道
課

公
聴
会
︵
①
、
②
共
通
︶

 
意
見
の
申
出
者
が
い
な
い
場
合

は
公
聴
会
を
中
止
し
、
そ
の
旨
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
 

 
11
月
29
日
㈫

 
午
後
７
時
～

 
 
市
役
所
７
階
中
会
議
室

※
公
聴
会
で
意
見
の
申
出
を
希
望
す

る
場
合
は
、
11
月
15
日
午
後
５
時

ま
で
に
左
記
に
備
付
け
の
﹁
公
述

申
出
書
﹂
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 
①
に
つ
い
て

 
文
化
財
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

 
☎
�
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

 
セ
ン
タ
ー
内
︶

 
①
②
に
つ
い
て

 
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

 
☎
�
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階)

﹁
日
田
市
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
地
域
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
基
本
方
針
﹂

 
 
 
 
へ
の
意
見
を
募
集

 

 

市
で
は
、
地
域
材
の
需
要
拡
大

の
指
針
と
な
る
日
田
市
公
共
建
築

物
等
に
お
け
る
地
域
材
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

 
方
針
の
原
案
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
次
の
窓
口
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
意
見
提
出
方
法
 

 
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
出
又

 
は
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
、

 
各
振
興
局
産
業
建
設
課
窓
口
に

 
備
付
け
の
意
見
書
で
提
出

■
意
見
提
出
期
限

 
12
月
１
日
㈭

 
林
業
・
木
材
産
業
振
興
課
企
画

 
流
通
係

 
☎
�
８
３
６
２
︵
市
役
所
３
階)

11
月
16
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー

 
仕
事
と
生
活
の
調
和
︵
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
︶
を
推
進
す

る
た
め
、
県
内
の
企
業
・
働
く
皆

さ
ん
に
定
時
で
の
退
社
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。﹁
ノ
ー
残
業
デ
ー
﹂

を
導
入
し
て
い
な
い
企
業
も
、
こ

の
機
会
に
導
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

 
☎
０
９
７-

５
３
６-

３
２
１
２

加
入
し
て
い
ま
す
か
？

 
 
 
 
 
 
 
労
働
保
険

 
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
給
付

や
失
業
給
付
、
各
種
助
成
金
等
の

事
業
を
通
じ
て
、
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
政
府
管
掌
の
強
制
保
険
で
す
。

 
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
個
人
・
法
人
に

か
か
わ
ら
ず
労
働
保
険
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

 
労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
、
左

記
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

 
☎
０
９
７-

５
３
６-

７
０
９
５

母
子
家
庭
自
立
支
援
事
業

 
 
 
 
給
付
金
の
ご
案
内

 
自
立
の
た
め
の
安
定
し
た
就
業

を
目
的
に
、
資
格
取
得
を
目
指
す

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
に
、
次
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象

 
市
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
又
は
同
等
の
所
得
水

準
の
人

高
等
職
業
訓
練
促
進
費
事
業

 
看
護
師
︵
准
看
護
師
︶
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
の
資
格
を
取
得
す
る

場
合
︵
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の

修
業
が
必
要
︶
に
支
給
し
ま
す
。

※
支
給
期
間
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

 
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
額

・
課
税
世
帯
の
場
合

 
 
 
月
額
７
万
５
０
０
円

・
非
課
税
世
帯
の
場
合

 
 
 
月
額
14
万
１
０
０
０
円

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

 
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
制

度
の
指
定
教
育
講
座
を
受
講
し
た

場
合
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
額

 
受
講
料
の
２
割
相
当

 ︵
４
０
０
１
円
以
上
10
万
円
以
内)

■
申
込
方
法
 

 
い
ず
れ
も
支
給
を
希
望
す
る
月

 
の
前
月
ま
で
に
左
記
に
相
談
の

 
上
、
申
込
み

※
必
ず
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

事
後
の
申
込
み
は
、
給
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

 
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
☎
�
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

問

問問

問

問

問

お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

くらしの情報

日田市役所 ☎２３－３１１１

天瀬振興局 ☎５７－８２０１

大山振興局 ☎５２－３１０１

前津江振興局 ☎５３－２１１１

中津江振興局 ☎５４－３１１１

上津江振興局 ☎５５－２０１１

※電子申請有り。

申込方法に、上記の追記があっ

た場合は、市ホームページの電

子申請のページからも申込みで

きますので、ご活用ください。

寄附のお礼

（９月分の一般寄附）

小学校へ ４件

（９月分の香典返し）

小学校へ ３件 中学校へ ３件

FAXmail
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くらしの情報

11
月
は
︵
８
月
か
ら
10
月
分
︶

 
 
 
福
祉
手
当
の
支
給
月

 
福
祉
手
当
と
は
、
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
が
あ
り
、

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で
常

時
、
特
別
の
介
護
を
要
す
る
人
に

手
当
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
振
込
日
 
11
月
10
日
㈭

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福

祉
課
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出

 
し
た

・
病
院
等
︵
診
療
所
及
び
介
護
老
人

 
保
健
施
設
を
含
む
︶
に
３
か
月
以

 
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
︵
介
護
老
人
福
祉
施
設

 
や
障
が
い
者
の
援
護
施
設
な
ど
︶

 
に
入
所
し
た

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

在
宅
介
護
者
の
集
い

■
と
き
 
11
月
10
日
㈭

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
 

 
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
容
 

 
認
知
症
関
連
事
業
の
状
況
説
明
、

 
意
見
交
換
な
ど

■
対
象
 

 
在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し

 
て
い
る
家
族
や
介
護
者
等

■
参
加
費
 
無
料

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
７
日
㈪

 
社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

 ︵
日
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催)

・
11
月
12
日
㈯

 
午
前
10
時
～
正
午

 
午
後
１
時
～
４
時

 
 
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健
胃

薬
を
除
く
︶
を
服
用
し
た
人
、
70

歳
以
上
の
人
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

 ︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

 
☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

■
と
き
 
11
月
17
日
㈭
 

 
午
後
１
時
～
４
時

 ︵
正
午
か
ら
受
付)

■
と
こ
ろ
 
マ
リ
エ
ー
ル
・
オ
ー

 
ク
パ
イ
ン
︵
日
ノ
出
町)

■
対
象
 
平
成
24
年
３
月
に
卒
業

予
定
の
学
生
、
福
祉
の
職
場
に

就
職
を
希
望
す
る
人

■
内
容
 
就
職
面
談
会
等

■
参
加
費
 
無
料

■
申
込
方
法
 
電
話
又
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
左
記
の
窓
口
で
直
接
申

込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
16
日
㈬

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

 
☎
�
８
６
０
９
 

 
 
�
４
１
６
３

 
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
☎
�
７
５
９
０

 
 
�
３
４
５
２

夜
間
健
診
の
お
知
ら
せ

 
仕
事
の
都
合
で
、
昼
間
に
健
康

診
査
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
夜
間
健
診
を
行

い
ま
す
。

■
と
き
 
11
月
17
日
㈭

 
午
後
４
時
か
ら
７
時
の
間
に
受
付

■
と
こ
ろ
 

 
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
16
日
㈬

■
申
込
先
 
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

 ︵
☎
�
３
６
０
０)

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か

 
ら
午
後
４
時
に
受
付
。

※
胃
が
ん
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
健
診
内
容
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

 
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 
☎
�
３
０
０
０(

ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

プ
レ
マ
マ
プ
レ
パ
パ

 
 
 
 
ス
ク
ー
ル
を
開
催

■
と
き

①
11
月
20
日
㈰

②
11
月
26
日
㈯

 
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら

 
午
後
０
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ
 
ひ
の
く
ま
子
育
て
支

 
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
 

 
こ
れ
か
ら
出
産
を
予
定
し
て
い

 
る
父
母
及
び
第
２
子
以
降
の
父

 
母
、
祖
父
母
等

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順)

■
内
容
・
講
師

①
マ
マ
を
支
え
る
心
構
え

②
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
心
の
準
備

㈳
大
分
県
助
産
師
会
及
び
﹁
お

お
い
た
パ
パ
く
ら
ぶ
﹂
の
メ
ン

バ
ー
等

■
受
講
料
 
無
料
 

※
託
児
有
り
。

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
先
 
ひ
の
く
ま
子
育
て
支

 
援
セ
ン
タ
ー
︵
☎
�
７
５
６
５)

 
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

 
☎
�
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階)

第
１
回
福
祉
フ
ェ
ア

■
と
き
 

 
11
月
25
日
㈮

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
 

 
日
田
郵
便
局
ロ
ビ
ー

■
内
容
 

市
内
の
障
が
い
者
施
設
の
紹
介

︵
資
料
展
示
︶、
パ
ン
・
ケ
ー
キ

・
工
芸
品
等
の
展
示
・
即
売

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

 
 
 
 
ス
ク
ー
ル
を
開
催

■
と
き
 

 
11
月
27
日
㈰

 
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
 
中
央
児
童
館

■
対
象
 

 
初
め
て
孫
を
持
つ
︵
予
定
の
︶

 
祖
父
母
、
出
産
を
予
定
し
て
い

 
る
父
母
等

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順)

■
内
容
・
講
師

 
昔
と
今
の
子
育
て
の
違
い
な
ど

 
㈳
大
分
県
助
産
師
会

■
受
講
料
 
無
料
 

※
託
児
有
り
。

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

 
☎
�
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階)

歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診

 
大
人
が
歯
を
失
う
原
因
の
４
割

は
、
歯
周
病
が
原
因
で
す
。
歯
周

病
は
痛
み
も
な
く
進
行
し
歯
肉
の

炎
症
が
進
む
と
歯
が
抜
け
て
し
ま

う
怖
い
病
気
で
す
。

 
市
で
は
、
次
の
対
象
に
該
当
す

る
人
の
検
診
費
用
を
一
部
助
成
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
 

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
40
歳
・

問

問

問

問

問

問

問

問
FAXFAX
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イ
ベ
ン
ト

①

50
歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
人

■
実
施
期
限
 
12
月
末
日

■
受
診
料
 
７
５
０
円

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
12
月
16
日
㈮

※
検
診
は
、
市
内
30
の
協
力
歯
科
医

 
院
で
行
い
ま
す
。

 
地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 
☎
�
３
０
０
０(
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

廣
瀬
淡
窓
詩
碑
拓
本
作
品

 
 
 
 
 
 
 
 
の
展
示

 
廣
瀬
淡
窓
が
、
門
下
生
と
一
緒

に
詩
作
の
た
め
に
訪
れ
た
地
を
拓

本
講
座
の
受
講
生
が
訪
ね
、
淡
窓

会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
詩
碑
を

拓
本
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
 

 
11
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

 
午
前
９
時
～
午
後
10
時

■
と
こ
ろ
 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
ガ
レ
リ
ア

 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

 
☎
�
０
２
６
８

伝
統
的
建
造
物
の
修
理
現
場

 
 
 
 
 
見
学
会
を
開
催

 
豆
田
町
の
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
で
現
在
修
理
中
の
４
件
の

伝
統
家
屋
に
つ
い
て
、
専
門
家
に

よ
る
解
説
付
き
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き
 
11
月
27
日
㈰

 
午
後
２
時
～

■
集
合
場
所
 

 
旧
古
賀
医
院
離
れ
座
敷
︵
日
田

 
信
用
金
庫
豆
田
支
店
前
︶

■
参
加
費
 

 
大
人
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生

 
・
高
校
生
３
０
０
円

※
保
険
料
、
入
館
料
を
含
む
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

■
募
集
数
 
15
人
︵
先
着
順)

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
18
日
㈮

 
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係

 
☎
�
７
１
７
１
︵
埋
蔵
文
化
財

 
セ
ン
タ
ー
内)

第
29
回
九
州
矯
正
展
を
開
催

 
大
分
刑
務
所
で
は
、
﹁
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
﹂
の
一
環
と
し

て
、
九
州
・
沖
縄
地
方
の
矯
正
施

設
に
よ
る
九
州
矯
正
展
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き
 

 
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
11
月
20
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
 

 
大
分
刑
務
所
︵
大
分
市
︶

■
入
場
料
 
無
料

■
内
容
 
刑
務
所
作
業
製
品
や
少

 
年
院
職
業
補
導
製
品
︵
野
菜
を

 
含
む
︶
の
展
示
・
即
売
、
施
設

 
見
学
、
刑
務
所
作
業
体
験
・
実

 
演
コ
ー
ナ
ー
等

 
大
分
刑
務
所
作
業
部
門

 
☎
０
９
７-

５
４
６-

３
１
５
３

私
塾
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
開

館
一
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
私

塾
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

 
ま
た
11
月
29
日
ま
で
、
江
戸
時

代
後
期
の
代
表
的
な
私
塾
松
下
村

塾
や
適
塾
等
の
資
料
を
展
示
し
た

特
別
展
﹁
近
世
の
私
塾
︱
西
日
本

を
中
心
と
し
て
︱
﹂
を
同
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
と
き  

11
月
12
日
㈯

 
午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ

 
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

■
内
容
・
講
師

・
第
一
部
 
基
調
講
演

﹁
私
塾
と
は
何
か
︱
近
世
社
会

で
私
塾
の
果
た
し
た
教
育
史
的

役
割
︱
﹂

京
都
大
学
名
誉
教
授
 
海
原 

徹
氏

・
第
二
部
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
﹁
近
世
の
教
育
遺
産
・
私
塾
を

 
考
え
る
﹂

 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

 
☎
�
０
２
６
８

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

の
定
期
講
座
の
会
場
が

 
 
 
変
更
に
な
り
ま
し
た

 

 

広
報
ひ
た
８
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
定
期
講
座
の
会
場
に
変

更
が
あ
り
ま
し
た
。

■
内
容
 
定
期
講
座
第
５
回

 ︵
11
月
14
日
︶

・
と
こ
ろ

 
変
更
前

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル

 
 
←

 
変
更
後

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
大
ホ
ー
ル

 
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

 
☎
�
０
２
６
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
会

■
と
き 

 
11
月
24
日
㈭

 
午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
と
こ
ろ
 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
市
民
活
動

 
支
援
室

■
内
容
 

 
伝
わ
る
企
画
書
の
書
き
方

■
講
師
 

 
久
留
米
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

 
セ
ン
タ
ー
み
ん
く
る
 

 
セ
ン
タ
ー
長
 
今
村 

勲
氏

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順)

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
 
11
月
18
日
㈮

 
市
民
活
動
支
援
室

 
☎
�
７
５
１
５
︵
パ
ト
リ
ア
日

 
田
２
階)

平
成
23
年
度
自
衛
官
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

■
試
験
日
・
会
場

 
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

 
 
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル 

■
資
格
 

中
学
校
卒
業
者
︵
見
込
み
を
含

む
︶
及
び
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 

 
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

※
生
徒
手
当
︵
月
９
万
４
９
０
０
円)

、

 
期
末
手
当
︵
年
２
回
︶
を
支
給
。

 
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
 

 
日
田
地
域
事
務
所
 

 
☎
�
０
８
０
９

米
粉
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

■
と
き
 
平
成
24
年
１
月
30
日
㈪

 
午
前
11
時
～

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

 
セ
ン
タ
ー)

 
第
２
会
議
室

■
部
門

①
学
生
の
部
 
高
校
生
、
専
門
学

 
校
生

②
プ
ロ
の
部
 
食
品
提
供
を
職
業

 
に
し
て
い
る
人

③
一
般
の
部
 
①
、
②
以
外
の
人

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
部
門
を
電
話
又
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
12
月
28
日
㈬

 
大
分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部

 
☎
�
２
５
８
５
 

 
 
�
２
２
１
９

問

問 問

問

問 問

問

問 問

次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈫に発送します。

講
座

募
集

FAX
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くらしの情報

平
成
23
年
度
大
分
県
地
域

 
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

■
と
き
 

・
平
成
24
年
２
月
18
日
㈯

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
35
分

・
平
成
24
年
２
月
19
日
㈰

 
午
前
９
時
45
分
～
午
後
４
時
35
分

・
平
成
24
年
２
月
26
日
㈰

午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
35
分

※
３
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
希
望
者
に
は
、
第
３
日
目
の
終
了

 
後
に
防
災
士
資
格
取
得
試
験
を
実

 
施
し
ま
す
。
防
災
士
の
資
格
取
得

 
に
は
、
講
義
の
ほ
か
自
習
レ
ポ
ー

 
ト
及
び
普
通
救
命
講
習
の
受
講
が

 
個
別
に
必
要
で
す
。

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
庁
舎
新
館
14

 
階
大
会
議
室︵
各
自
で
現
地
集
合)

■
内
容
 
地
震
、
土
砂
災
害
、
風

 
水
害
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

 
図
上
訓
練
な
ど

■
募
集
数
 
１
０
０
人

■
受
講
料
 
無
料

※
防
災
士
の
資
格
認
証
を
希
望
す
る

 
人
は
別
途
受
験
料
３
０
０
０
円
、

 
認
証
登
録
料
５
０
０
０
円
が
必
要
。

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
11
月
28
日
㈪

 
総
務
課
防
災
危
機
管
理
係

 
☎
�
８
３
６
３
︵
市
役
所
４
階)

障
が
い
に
関
す
る

 
 
巡
回
相
談
会
︵
11
月)

■
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︵
身
体
・
知

 
的
・ 

療
育
に
関
す
る
こ
と)

・
11
日
㈮
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

・
15
日
㈫
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
18
日
㈮
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
津
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
上
津
江
振
興
局

■
ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
に
関
す
る
こ
と)

・
７
日
㈪
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
日
㈭
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
身
体
障
害
者
相
談
員

・
14
日
㈪
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談

■
と
き
 
11
月
９
日
㈬

 
午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

■
相
談
員
 
保
健
師

■
相
談
内
容

 
不
眠
、
食
欲
減
退
な
ど
、
心
と

 
体
に
関
す
る
相
談

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

■
と
き
・
と
こ
ろ
 

・
11
月
10
日
㈭
・
24
日
㈭

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
法
務
局
日
田
支
局

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

 
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

 
離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

 
法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局
 

 
☎
�
２
７
１
９

日
田
地
区
中
津
児
童
相
談
所

 
 
 
 
 
 
移
動
相
談
会

■
と
き
 
11
月
10
日
㈭

 
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

■
対
象
者
 

 
中
津
児
童
相
談
所
へ
の
来
所
が

 
困
難
な
児
童
及
び
保
護
者

■
申
込
方
法
 

大
分
県
中
津
児
童
相
談
所
︵
☎

０
９
７
９-

２
２-

２
０
２
５)

、

大
分
県
西
部
保
健
所
健
康
安
全

企
画
課
︵
☎
�
３
１
３
３
︶
又

は
左
記
に
事
前
に
電
話
で
申
込
み

 
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
☎
�
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

認
知
症
の
人
を
抱
え
る
家
族
・

 
 
 
介
護
者
へ
の
相
談
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
11
月
12
日
㈯

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
１
階
創
作
室

■
対
象
 
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
や
介
護
者
、
認
知

症
に
関
す
る
相
談
が
あ
る
人
な
ど

■
相
談
員
 
介
護
支
援
専
門
員
、

 
認
知
症
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

■
相
談
内
容
 
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
ご
と
、
介
護
相
談
な
ど

 
社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

全
国
一
斉
﹁
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂
強
化
週
間

■
と
き
 
11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

※
平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
・
日
曜 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
相
談
員
 

 
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
 
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
付
き

ま
と
い
︵
ス
ト
ー
カ
ー
︶
、
そ

の
他
の
人
権
問
題

■
相
談
電
話
番
号
︵
電
話
相
談
の
み)

 
全
国
共
通
 

 
☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

 
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 
☎
０
９
７-

５
３
２-

３
３
６
８

定
例
行
政
相
談
︵
11
月)

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
15
日
㈫
 
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
前
津
江
公
民
館

・
16
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
天
瀬
公
民
館
東
渓
分
館

 
 
上
津
江
振
興
局

・
17
日
㈭
 
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
中
津
江
振
興
局

・
18
日
㈮
 
午
前
９
時
～
正
午
 

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

・
25
日
㈮
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 
市
民
課
３
日
以
内
窓
口

 
☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

精
神
保
健
福
祉
相
談

 
 
 
︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶

■
と
き
 
11
月
15
日
㈫

 
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
１
階
診
察
室

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

■
相
談
内
容

 
認
知
症
や
う
つ
病
等
に
悩
む
人

や
そ
の
家
族
等
に
対
す
る
専
門

医
に
よ
る
医
療
相
談
︵
事
前
に

電
話
で
予
約
が
必
要
︶

 
大
分
県
西
部
保
健
所
 

 
☎
�
３
１
３
３

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ

①
11
月
17
日
㈭
 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 
中
津
江
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
11
月
24
日
㈭

 
午
後
１
時
～
５
時

問

問

問

問

問

問

問

問問

相
談
 
 
 
無
料
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①

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室
１

■
相
談
員
 
弁
護
士

■
相
談
内
容
 

 
財
産
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
等
、

 
法
律
に
関
わ
る
こ
と

■
募
集
数
︵
先
着
順
︶

 
①
４
人
 
②
８
人

※
市
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
予
約
開
始
日
 

 
①
随
時

 
②
11
月
７
日
㈪

 
 
午
前
８
時
30
分
～

 
①
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
中

 
 
津
江
支
所
 
☎
�
３
８
３
８

 
②
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
 
☎
�
７
０
２
６
 

不
妊
に
関
す
る
個
別
相
談
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
11
月
30
日
㈬

 
午
後
２
時
～
４
時

※
１
組
30
分
程
度
。

 
 
大
分
県
西
部
保
健
所

■
内
容
 
専
門
相
談
員
︵
助
産
師)

に
よ
る
不
妊
症
や
不
妊
治
療
に

関
す
る
個
別
相
談

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

 
大
分
県
西
部
保
健
所
 

 
☎
�
３
１
３
３

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
12
月
９
日
㈮

 
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

 
 
市
役
所
別
館
３
階
会
議
室

■
対
象
 
幼
児
・
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
又
は
関
係
者
︵
保
育

士
・
教
員
等
︶

■
相
談
員
 
大
分
県
立
盲
学
校
職
員

■
相
談
内
容
 
視
覚
障
が
い
が
あ

る
子
供
の
家
庭
で
の
接
し
方
・

保
育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る

こ
と

■
申
込
方
法
 
学
校
教
育
課
︵
☎
�

 
８
２
２
１
︶
に
電
話
で
申
込
み

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限
 
11
月
15
日
㈫

 
大
分
県
立
盲
学
校

 
☎
０
９
７-

５
３
２-

２
６
３
８

日
田
天
領
ま
つ
り
・
千
年
あ
か
り

で
着
物
を
無
料
着
付
け

□
と
き
・
と
こ
ろ
 
11
月
12
日
㈯

 
午
前
９
時
～
午
後
７
時

 
 
天
領
日
田
資
料
館
休
憩
室

※
着
物
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
貸
出
し
用
の
着
物
︵
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
代
１
０
０
０
円
が
必
要)

も
準
備
し
て
い
ま
す
。

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体 

�
未
会
 

 
☎
�
３
３
９
０

映
画
﹁
森
聞
き
﹂
上
映
会

□
と
き
 

①
11
月
12
日
㈯

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
11
月
13
日
㈰
︵
２
回
上
映)

 
午
前
10
時
～
正
午

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

 
セ
ン
タ
ー
︶
１
階
ホ
ー
ル

□
入
場
料
 
無
料

※
映
画
の
詳
細
は
、
﹁
森
聞
き
﹂
の
ホ

 
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
の
杉
桧
を
守

る
会
︵
鈴
木
︶
☎
�
７
２
４
４

女
性
と
女
児
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
と
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
 
11
月
13
日
㈰
 

 
午
前
10
時
～ 

※
無
く
な
り
次
第
終
了
。

□
と
こ
ろ
 
は
た
の
歯
科
医
院
駐

 
車
場
︵
豆
田
町
︶

□
内
容
 
食
料
品
、
衣
料
品
、
日

 
用
品
等
多
数

 
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田

 ︵
中
川
︶
☎
�
２
６
３
０

日
田
い
ち 

開
催

□
と
き
・
と
こ
ろ
︵
雨
天
中
止
︶

11
月
13
日
㈰
 
午
前
10
時
～
 

午
後
３
時
 
中
央
公
園

□
参
加
費
 
１
ブ
ー
ス
４
０
０
円

 ︵
高
校
生
以
下
無
料
︶、
飲
食
ブ

 
ー
ス
１
０
０
０
円

□
内
容
 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

 
農
産
物
販
売
、
音
楽
演
奏
な
ど

 
日
田
プ
レ
イ
ス
︵
西
岡
︶

 
☎
０
９
０-

８
８
３
３-
２
３
１
９

第
46
回
日
田
地
区
母
親
大
会

□
と
き
 
11
月
19
日
㈯

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

□
と
こ
ろ
 
咸
宜
公
民
館

□
演
題
・
講
師
 

 
﹁
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
﹂

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
自
然
エ
ネ
ル

 
ギ
ー
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

 
 
小
坂
正
則
氏

□
入
場
料
 
無
料

※
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
日
田
地
区
母
親
大
会
実
行
委
員
会

 ︵
諌
元
︶
☎
�
３
６
８
１

第
14
回
日
田
往
還
﹁
石
坂
石
畳
道
﹂

 
 
 
 
 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

□
と
き
・
と
こ
ろ
︵
小
雨
決
行
︶

 
11
月
20
日
㈰
 

 
午
前
10
時
開
会
・
ス
タ
ー
ト
 

 
 
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

□
内
容
 
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

 
か
ら
伏
木
公
園
ま
で
の
約
1.3
km
、

 
石
畳
道
を
歩
き
な
が
ら
石
坂
修

 
治
碑
、
茶
屋
跡
な
ど
を
見
学

※
会
場
で
は
、
お
に
ぎ
り
等
の
販
売

 
や
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
抽
選
会
な
ど
も

 
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
昨
年
ま
で
参
加
し
た
人
は
、
参
加

 
ス
タ
ン
プ
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 ﹁
石
坂
石
畳
道
﹂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 
大
会
花
月
地
区
実
行
委
員
会

 ︵
三
花
公
民
館
内
︶
 

 
☎
�
９
１
４
４

地
産
地
消
交
流
会

□
と
き
 
11
月
26
日
㈯

※
場
所
は
申
込
み
の
際
に
連
絡
。

□
内
容
 
地
元
食
材
を
使
っ
た
料

 
理
を
囲
み
生
産
者
の
若
者
と
交
流

□
参
加
費
 
１
０
０
０
円

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
 
11
月
８
日
㈫

 
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
青
年
農
業

 
研
究
会
︵
神
川)

 
☎
０
８
０-

１
５
４
１-

１
２
５
５

平
成
23
年
度
日
田
准
看
護
学
院

 
 
 
生
徒
募
集
︵
一
次
募
集
︶

□
試
験
日
 
12
月
４
日
㈰

□
と
こ
ろ
 
日
田
市
医
師
会
講
堂

□
受
験
資
格
 

 
中
学
校
卒
業
以
上
の
人

□
募
集
数
 
30
人

□
願
書
受
付
期
限
 
11
月
30
日
㈬

 ︵
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
︶

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
日
田
准
看
護
学
院 

 
☎
�
８
８
３
６

 ﹁
豆
田
の
四
季
﹂
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
作
品
募
集
中

□
対
象
 
豆
田
地
区
の
自
然
や
祭 

 
り
を
撮
影
し
た
も
の

・
サ
イ
ズ
 
２
Ｌ
以
上
Ａ
３
ま
で

※
一
人
４
点
以
内
。

※
被
写
体
の
肖
像
権
は
、
撮
影
者
の

 
責
任
で
了
解
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

※
作
品
は
、
未
発
表
の
創
作
作
品
に

 
限
る
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

 
属
し
、
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

※
入
選
作
品
に
は
賞
及
び
賞
品
有
り
。

□
申
込
方
法
 
郵
送
又
は
持
参

□
申
込
期
限
 

 
平
成
24
年
３
月
31
日
㈯

 
〒
８
７
７-

０
０
０
５

 
日
田
市
豆
田
町
13-

４

 
豆
田
町
伝
建
保
存
会
︵
木
下
︶

 
☎
�
２
９
１
３

問 問

問問

問 問

問

問

問

問 問 問

タ
ウ
ン
情
報
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【問合せ】社会保険課国保・年金係   ☎２２－８２７１（市役所１階)

     日本年金機構日田年金事務所 ☎２２－６１７４

年金の種類 内容 年金額

（平成23年４月現在）

老齢基礎年金
国民年金保険料を納めた期間や免除期間などを合算して原則25年以上納めた人

が、65歳から受給できます。

40年間全て納めた

場合の満額

788,900円

障害基礎年金

国民年金加入中に病気やけがによって障害等級表（１級・２級）に定める障が

いの状態になった場合に受給できます。ただし、国民年金保険料を一定期間以

上納めていることが条件です。

また、20歳以前（国民年金に加入する前）の病気やけがで障がいの状態になっ

た場合も、障害基礎年金を受給できます。

・１級障害

 986,100円

・２級障害

 788,900円

遺族基礎年金

国民年金に加入している人等が亡くなったとき、その人が生計を維持していた

次の遺族が受給できます。（ただし、亡くなった人が保険料を一定期間以上納め

ていることが条件）

・亡くなった人の子供と生計を同一にしている妻 ・亡くなった人の子供

※いずれも、子供が18歳に達する年度末（３月31日）まで受給できます。また、子

 供が障がいの状態にある場合は、20歳に達するまで受給できます。

※子供に対する遺族年金は、妻が受けている間は受給できません。

・妻が受給(子１人)

 1,015,900円

・子が受給

 788,900円

国民年金の基礎知識11月は「ねんきん月間」

■国民年金で受けられる年金にはどんなものがある？

 全ての国民は、共通して基礎年金を受給できます。

 (年金を受けるには請求手続が必要)

■国民年金の届出が必要なときはどんなとき？

届出時期 手続方法 届出先

20歳になった 国民年金の加入

会社を退職した

結婚や退職等で
配偶者の扶養になった

国民年金の加入（被扶養配偶者も同様） 市役所

配偶者が会社を変わった 引き続き第３号被保険者となる手続 配偶者の新しい勤務先

年金手帳をなくした 再交付 年金事務所

納付書をなくした 納付書の再発行の申出 年金事務所

学生で保険料を納めるのが困難 学生納付特例の申請 市役所又は年金事務所

配偶者の扶養から外れた 市役所

第３号被保険者への種別変更

第３号被保険者から第１号被保険者へ

の種別変更

死亡した 市役所又は年金事務所
死亡届、未支給年金・遺族基礎年金・

寡婦年金・死亡一時金等の請求

保険料を納めるのが困難 市役所又は年金事務所
全額、４分の３、半額、４分の１免除

又は納付猶予の申請

配偶者の勤務先

第１号被保険者→年金事務所

第３号被保険者→配偶者の勤務先

65歳になった 老齢基礎年金の請求

障がいの状態になった 障害基礎年金の請求

第１号被保険者期間のみ→市役所

第３号被保険者期間を含む→年金事務所

初診日に第１号被保険者→市役所

初診日に第３号被保険者→年金事務所

20歳前に障がいの状態になった場合→市役所

国 民 年 金 納 付

相談会のご案内 ■ところ 日田年金事務所

※年金手帳、写真付き身分証明書、委任状

 （代理の場合）を持参してください。

■とき 11月７日㈪～12日㈯

    午前９時～午後５時

    ※月曜日は午後７時まで。

     土曜日は午前９時30分～午後４時。



日田市発見の文化財が
九州国立博物館で展示公開

 今年９月21日付けで国の天然記念物の指定を受けた「小野川の阿蘇４火砕流堆積物及

び埋没樹木群」の埋没樹木と国の重要文化財の金銀錯嵌珠龍文鉄鏡が、九州国立博物館

の文化交流展示室で一般公開されます。日田市発見の国指定文化財が初めて２点同時に

展示されますので、この機会に是非、貴重な資料の展示をご覧ください。

天然記念物「小野川の阿蘇４火砕流堆積物及び埋没樹木群」は、

小野川鈴連町下小竹付近の川底の発掘調査で発見され、今から約

９万年前の阿蘇巨大噴火の痕跡を示す地質遺産として、平成23

年９月21日に国の指定を受けました。

―埋没樹木の展示―

平成23年度秋季トピック展示（12月18日まで）

「九州最古の狩人とその時代」

九州国立博物館４階文化交流展示室

―金銀錯嵌珠龍文鉄鏡の展示―

九州国立博物館 常設展示 

九州国立博物館４階文化交流展示室関連第３室

「倭人伝の世界」

重要文化財「金銀錯嵌珠龍文鉄鏡」は、刃連町ダンワラ古

墳から出土した鉄鏡で、背面には金・銀・玉が象眼される

など後漢代（１～３世紀）に制作された国内唯一の考古資

料として、昭和39年１月28日に国の指定を受けました。

九州国立博物館見学バスツアーの参加者募集

小野川埋没樹木・金銀錯嵌珠龍文鉄鏡の展示と、現在開催中の

特別展（草原の王朝 契丹展）の見学会を行います。

■とき 11月23日㈷ 午前９時～午後４時30分（予定）

※午前８時50分に市役所北側駐車場に集合。

■ところ 九州国立博物館（太宰府市） 

■参加費 １,３００円（入場料・保険料・駐車場代）

※当日支払。 

■募集数 50人（先着順） 

■申込方法 電話で申込み

■申込期限 11月11日㈮

※昼食は各自でとることになります。 

きんぎんさくがんしゅりゅうもんてっきょう

きったん
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【問合せ】文化財保護課埋蔵文化財係 ☎２４－７１７１（埋蔵文化財センター内）
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☆印は事前に予約が必要です。松原児童館（☎52－2922）は、毎週土曜日のみ開館しています。

の主な催し

子育てを応援します！

月11

じどうかん
  ・  
支 援 施 設

・せいま先生と遊ぼう

 ９日㈬

 午前10時～

・ふれあい講演会

 12日㈯

 午前10時～

・劇団「道化」観劇

 26日㈯

 午前10時～

・はっぴーきっず

 ２・９・16・30日㈬

 午前10時30分～

・お話し会

 12日㈯

 午前10時30分～

・貯金箱作り

 23日㈷

 午前10時30分～

☎52－2901

・スターキッズ

 ２・９・16・30日㈬

 午前10時30分～

・折り紙制作

 ５日㈯

 午前10時30分～

・読み聞かせ

 (小学生対象）

 30日㈬

 午後３時30分～

☎57－8922

・児童館祭り

 ６日㈰

 午前10時

  ～午後３時

・わくわく手作り

 18日㈮

 午前10時30分～

・療育事業

 「音あそび」

 25日㈮

 午前11時～

☎27－6406

はく と

石松珀人ちゃん

（２歳・下井手町）

楢原ねねちゃん

（２歳・三河町）

（１歳・北友田１丁目）

し ゆ

後藤志優ちゃん

熊谷 暖ちゃん

（３歳・財津町）

だん

☎53－2409

竹内瑞樹ちゃん

（２歳・三本松１丁目）

みず き

樋口真帆ちゃん

（１歳・亀川町）

ま ほ

安田愛梨ちゃん

（３歳・刃連町）

あい り

三木 紬ちゃん

（３歳・財津町）

つむぎ

堀 悠真ちゃん

（２歳・北友田３丁目）

ゆう ま

田中 馨ちゃん

（１歳・本庄町）

けい

千原天聖ちゃん

（３歳・石井町１丁目）

てんせい
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元気な日田っ子
あつまれ！

※各施設・児童館に「平成23年度ひたっ子子育てガイドブック」を置いています。

川津翔也ちゃん

（３歳・上津江町川原）

☎22－7565☎23－1890

☆お外で遊ぼう

 ７日㈪

 午前11時～

・お誕生会

 22日㈫

 午前11時～

・ベビーマッサージ

 30日㈬

 午前11時～

・身体計測

 ８日㈫

 午前９時30分～正午

・リトミック 

 17日㈭

 午前11時～

・講演会

 19日㈯

 午前９時30分～

☆ファミリー運動会

 ６日㈰ 

 午前10時～正午

☆親子クッキング

 18日㈮

 午前10時～正午

・リトミック 

 22日㈫

 午前11時15分～

☎25－5300

福井希彩ちゃん

（１歳・天瀬町出口）

の あ 誕生日の記念にお子さん

の写真を載せてみませんか。

応募方法は次のとおりです。

 是非、ご応募ください。

■対象

 平成24年１月に誕生日を

 迎える３歳までのお子さん

■掲載人数

 20人程度（抽選）

■申込方法

 下記のいずれかの方法で

 お申込みください。

○はがきから

 住所、お子さんの氏名と

 生年月日、保護者名、昼

 間の連絡先の電話番号を

 記入の上、郵送

○ホームページから

市ホームページ（電子申

請システムのページ）か

ら申込み

○携帯電話から

 下記の２次元コードから

 申込み

※申込みの際は、写真を送付

 する必要はありません。

■申込期限 12月１日㈭

■申込み・問合せ

 〒877－8601(住所記載不要)

  企画課広報係

 ☎�８６２７(市役所６階)

 □人口 71,555人

     （前月比－9人）

 □ 男 33,734人

 □ 女 37,821人

 □世帯 26,825世帯

（平成23年９月30日現在）

日田市の人口

信岡 李ちゃん

（２歳・誠和町）

もも

熊井絵蓮ちゃん

（２歳・刃連町）

え れん の あ

（１歳・殿町）

み ゆ

冷川都悠ちゃん

平島恋侍ちゃん

（３歳・藤山町）

れん じ

眞田 龍ちゃん

（３歳・坂井町）

りゅう

荒川希空ちゃん

（２歳・石井町１丁目）

（１歳・天瀬町湯山）

 しゅうき

森山修希ちゃん

しょうや



11月23日㈷は開館します
 11月23日は勤労感謝の日ですが、図書館

を開館します。日頃なかなか図書館に行けな

いという人は、是非、ご利用ください。

 また、入り口で祝日の開館に関するアンケ

ートを配布しますので、皆さんのご協力をお

願いします。

秋の読書週間を開催中です！

 11月９日までの期間中、本のリサイクル会

や様々な展示など楽しい行事を企画していま

す。家族や友達同士で是非、図書館にご来館

ください。行事の詳しい日程は、図書館だよ

りをご覧ください。

おいでよ おはなし会
とき  11月12・26日㈯

    午後２時～

ところ 児童コーナー

淡窓図書館
  TEL 22－2497 FAX 26－3210

開館時間：午前10時～午後７時

             （日曜日は午後６時まで）

11月の休館日：３・７・14・21・24・28日

今
月
の
新
刊
。

 
も
し
も
片
方
が
天
国
に
召
さ
れ
た
ら
、

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
待
っ
て
い
る
の
か
。

い
い
え
、
私
と
ヘ
ン
リ
ー
は
今
だ
っ
て

い
つ
も
二
人
で
出
掛
け
る
・
・
・
。

 
共
に
暮
ら
し
た
カ
ッ
プ
ル
の
愛
を
描

い
た
感
動
の
絵
本
で
す
。

 
超
か
わ
い
い
！
こ
れ
ぞ
究
極
の
癒
や

し
系
動
物
写
真
集
で
す
。
富
士
山
麓
に

引
っ
越
し
た
著
者
の
家
に
ひ
ょ
っ
こ
り

現
れ
た
ニ
ホ
ン
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ス
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そ
の
愛
く
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に
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著
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５
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わ

た
っ
て
活
写
し
た
、
四
季
折
々
の
リ
ス

た
ち
の
表
情
が
キ
ュ
ー
ト
で
す
。

い
つ
も
ふ
た
り
で

り
す
ぼ
ん

︵
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
カ
ー
／
著
 

ブ
ロ
ン
ズ
新
社
︶

︵
松
原
卓
二
／
著
 
集
英
社
︶

︵
  

︶
内
は
著
者
名
、
★
は
利
用
者
購
入
希
望
図
書
で
す
。

①
 
★
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
Ｓ-

木
霊-

︵
辻 

仁
成
︶

③
 
 
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら
ね
︵
ウ
ル
フ
・
ニ
ル
ソ
ン
︶

④
 
★
く
ち
ぬ
い
︵
坂
東
眞
砂
子
︶

⑥
 
 
地
形
探
検
図
鑑
︵
目
代
邦
康
︶
 

⑦
 
 
つ
ぶ
や
き
の
ク
リ
ー
ム
︵
森 

博
嗣
︶

⑧
 
 
ト
ー
キ
ョ
ー
バ
ル
︵
柴
田
書
店
／
編
︶

⑨
 
 
ぼ
く
が
写
真
家
に
な
っ
た
理
由
︵
水
口
博
也
︶

⑩
 
★
ラ
ブ
レ
タ
ー
物
語
︵
丘 

修
三
︶

⑤
 
 
さ
く
ら
の
つ
ぼ
み
が
ひ
ら
い
た
ら
︵
秋
山
り
ん
︶

②
 
 
イ
ン
カ
の
食
卓
︵
高
野 

潤
︶
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
午
前
９
時
～
午
後
６
時

◎
◯
印
は
午
前
９
時
～
正
午

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

月

11

12

月

11

12

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

曜

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

日

3

6

13

20

23

27

4

11

18

23

所在地

淡窓２丁目

誠 和 町

城町１丁目

隈１丁目

淡窓２丁目

田島１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

電話

24-2323

22-3300

22-1231

22-0033

22-6161

22-1170

22-3292

24-1148

23-6009

24-4155

病医院名

隈 診 療 所

河津内科呼吸器科

麻 生 小 児 科 医 院

こじかこどもクリニック

日 野 内 科

坂 東 小 児 科

下 飛 田 小 児 科

福 田 医 院

膳 所 医 院

若 宮 病 院

日 野 内 科

岩 尾 病 院

桂林胃腸科循環器科病院

佐 藤 内 科 医 院

聖陵花月クリニック

河津内科呼吸器科

麻 生 小 児 科 医 院

こじかこどもクリニック

坂 東 小 児 科

隈 診 療 所

膳 所 医 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

岩 尾 病 院

日 野 内 科

福 田 医 院

若 宮 病 院

佐 藤 内 科 医 院

下 飛 田 小 児 科

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

坂 東 小 児 科

隈 診 療 所

麻 生 小 児 科 医 院

膳 所 医 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

所在地

隈１丁目

石井町２丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

天 神 町

誠 和 町

中央１丁目

清岸寺町

本 町

南 元 町

天 神 町

淡窓２丁目

城町１丁目

田島１丁目

清 水 町

石井町２丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

誠 和 町

隈１丁目

本 町

中央１丁目

淡窓２丁目

天 神 町

清岸寺町

南 元 町

田島１丁目

中央１丁目

清 水 町

清岸寺町

誠 和 町

隈１丁目

淡窓２丁目

本 町

中央１丁目

電話

22-0033

23-8123

24-2323

28-8771

23-6009

22-3300

24-1148

22-1648

22-3292

22-7171

23-6009

22-6161

22-1231

22-1170

27-5050

23-8123

24-2323

28-8771

22-3300

22-0033

22-3292

24-4155

22-6161

23-6009

22-1648

22-7171

22-1170

24-1148

27-5050

28-8771

22-3300

22-0033

24-2323

22-3292

24-4155

月

11

12

日

3

6

13

20

23

27

4

11

18

23

病医院名

※ 小 野 歯 科 医 院

後 藤 歯 科 医 院

� 木 歯 科 医 院

※ 澤 熊 歯 科 医 院

せ さ き 歯 科

田 吹 歯 科 医 院

荒 木 歯 科 医 院

※アペックス歯科

近 藤 歯 科

合 原 歯 科 医 院

所在地

天瀬町赤岩

東 町

三本松２丁目

北友田１丁目

中央１丁目

吹 上 町

大山町西大山

元 町

石井町２丁目

田島本町

電話

57-2102

22-0002

22-2317

22-2900

23-6481

24-5510

52-2022

22-0075

24-6080

22-5305

◯

◯

◯

月

11

12

日

3

6

13

20

23

27

4

11

18

23

病医院名

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

病医院名

麻 生 小 児 科 医 院

坂 東 小 児 科

桂林胃腸科循環器科病院

隈 診 療 所

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

所在地

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

電話

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662
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中
津
江
方
面
団
第
４
分
団

 

私
た
ち
中
津
江
方
面
団
第
４
分
団

の
管
轄
地
域
は
、
福
岡
県
と
熊
本
県

に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

 
管
轄
内
に
は
鯛
生
金
山
と
鯛
生
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
夏
期
の

シ
ー
ズ
ン
中
に
は
数
千
人
の
人
が
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
に
訪
れ
る
の
で
、
皆
さ

ん
が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ

う
特
に
注
意
を
し
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

管
轄
内
に
多
く
い
る
の
で
、
通
り
掛

か
っ
た
と
き
な
ど
に
は
声
を
掛
け
、

様
子
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

 
団
員
は
少
人
数
で
若
い
団
員
も
少

な
い
で
す
が
、
毎
月
10
日
に
機
械
器

具
点
検
を
行
い
整
備
を
万
全
に
し
、

気
力
・
体
力
・
精
神
力
で
日
夜
、
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

 

 
石
井
由
香
さ
ん
、
井
上
み
な
み

さ
ん
、
坂
田
美
香
子
さ
ん
は
、
昭

和
学
園
高
校
普
通
科
製
菓
衛
生
師

コ
ー
ス
に
通
う
３
年
生
。

 
３
人
は
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た

第
４
回
全
国
高
校
生
ス
イ
ー
ツ
選

手
権
大
会
に
出
場
し
、
九
州
・
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
の
予
選
大
会
で

応
募
数
１
０
４
点
の
中
か
ら
見
事
、

優
勝
に
輝
い
た
。

 
作
品
の
テ
ー
マ
は
﹁
高
校
生
活
﹂。

﹁
ど
ん
な
作
品
を
作
る
か
は
意
外

と
す
ぐ
決
ま
り
ま
し
た
﹂
と
石
井

さ
ん
。
コ
ー
ヒ
ー
、
バ
ニ
ラ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
３
層
の
ム
ー
ス
を

ス
ポ
ン
ジ
の
上
に
重
ね
、
そ
れ
ぞ

れ
先
生
、
両
親
、
友
達
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
現
し
た
。

 
９
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
決
勝

大
会
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
他
の
７
チ
ー
ム
と

共
に
出
場
。
﹁
緊
張
も
し
た
し
ハ

プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
け
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
﹂
と
話
す
３
人
は
、

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向

け
て
歩
み
始
め
る
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

 
高
校
生
活
の
感
謝
の
気
持
ち
を
ス
イ
ー
ツ
に
込
め
て

石
井
由
香
さ
ん

井
上
み
な
み
さ
ん

坂
田
美
香
子
さ
ん

皆さん、くれぐれも火の用心を心掛けて
ください！


